





   本研究の主な課題は、（１）低次元凝集体構造の構築条件最適化、（２）低次元凝集体構造の
構造解析、（３）低温基板上における低次元凝集体の分子間光スイッチング構造制御である。こ
れらの課題を解決するために、次のような方法で研究を推進した。
1. 密度汎関数法によるLnCp3 錯体中のLn-Cp の結合状態解析
   単一分子構造のLnCp3 の研究例は我々以外に報告例はほとんどなく、参照すべき赤外スペクト
ルデータが存在しない。得られた測定値の帰属の理論的裏付けを密度汎関数法を用いて行った。
   架橋構造の異なるLnCp3 粉末結晶試料の赤外吸収スペクトルと，低温マトリックス単離試料の
赤外吸収スペクトルと比較することで，結晶と単一分子のスペクトルの違いについて検討した。
2．環状配位子の光化学反応性の検討
   配位子となる環状有機化合物の光化学反応性について低温マトリックス単離法を用いて検討し
た。



















    多くのランタイノイド（Ln）錯体が特異な光磁気物性を示すことが知られていて，その応用研
究も盛んであるが，Ln-Cp 錯体の研究はあまり進んでいない。その理由は，従来，通常の液相か
らの結晶成長では単一分子LnCp3 や低次元Ln-Cp 系が系統的に得られなかったからで，これは，
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   本研究では，η 5 の架橋構造を有するランタンLa のCp 錯体であるLaCp3 や，サマリウムSmのCp 錯体
であるSmCp3 について低温マトリックス単離法により検討を行ったところ，アルゴンマトリックス中ではLa
やSm のCp 錯体もYb やSc と同様に(η5-Cp)3Ln の構造取ることを明らかにした。
   LnCp3 の赤外吸収スペクトルでは，Cp 基の760～800 cm
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ムYb のCp 錯体(YbCp3) において，低温マトリックス単離試料中で観測された単一分子構造が
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